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は
じ
め
に

　

青
少
年
赤
十
字
の
大
き
な
特
色
は
、
学
校
教
育
の
中
に
組
織
さ
れ
、

教
師
の
適
切
な
指
導
の
も
と
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

青
少
年
赤
十
字
に
加
盟
し
て
い
る
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ

り
積
極
的
に
青
少
年
赤
十
字
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

間
尊
重
の
精
神
を
育
み
、
自
ら
が
豊
か
な
人
間
性
の
醸
成
を
図
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、福
島
県
支
部
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
一
〇
〇
文
字
程
度
に
表
現
し
た
「
詩
・
一
〇
〇

文
字
提
案
作
品
」
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
数
の
優
秀
な
作
品
の
中
か
ら
「
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長

賞
」「
青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
長
賞
」「
福
島
県
青
少

年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
賞
」
を
特
別
賞
と
し
て
選
び
、
以
下
、

「
優
秀
賞
」「
佳
作
」「
入
選
」を
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

受
賞
し
た
作
品
が
多
数
の
学
校
に
は
「
学
校
賞
」
を
、
五
年
連
続
で

応
募
さ
れ
た
学
校
に
は
「
学
校
奨
励
賞
」
を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
こ
れ
ら
の
受
賞
作
品
を
ま
と
め
、
本
冊
子
を
刊
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。「
人
道
」
の
精

神
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
大
き
な
夢
を
も
ち
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
す
る
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

□
詩
（
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
）

　

人
間
の
い
の
ち
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
。

　

そ
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
自
分
や
周
り
の
人
、
生

き
も
の
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
み

な
さ
ん
の
素
直
な
願
い
や
感
動
を
、
そ
し
て
未
来
に
向
け

て
の
夢
・
希
望
を
ぜ
ひ
詩
に
託
し
て
表
現
し
て
ほ
し
い
と

願
い
、
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

□
わ
た
し
の
一
〇
〇
文
字
提
案

　
「
気
づ
き
、
考
え
、
実
行
し
た
こ
と
、
し
よ
う
と
し
た

こ
と
」
を
次
の
テ
ー
マ
か
ら
選
ん
で
、
自
分
の
考
え
を
端

的
に
表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

　「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」【
小
・
中
学
生
】

　「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」【
高
校
生
】

　「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

　
募
集
作
品
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は
じ
め
に
・
募
集
作
品

特
別
賞
及
び
学
校
賞
・
学
校
奨
励
賞

特
別
賞
受
賞
者
・
学
校
賞
・

学
校
奨
励
賞
受
賞
校
…
…
…
…
4

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞
……
5

青
少
年
赤
十
字
福
島
県

指
導
者
協
議
会
長
賞
…
…
…
…
9

福
島
県
青
少
年
赤
十
字

賛
助
奉
仕
団
委
員
長
賞
…
…
…
10

詩
「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

受
賞
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

佳　

作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

目
　
次

一
〇
〇
文
字
提
案

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に 

で
き
る
こ
と
」

受
賞
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

佳　

作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

一
〇
〇
文
字
提
案

「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」

【
小
・
中
学
生
】

受
賞
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
37

佳　

作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

一
〇
〇
文
字
提
案

「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」

【
高
校
生
】

受
賞
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

佳　

作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

一
〇
〇
文
字
提
案

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

受
賞
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

優
秀
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

佳　

作
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

作
品
応
募
校
……
…
…
…
…
…
…
…
…
55

年
度
別
応
募
状
況
・
令
和
五
年
度

テ
ー
マ
別
応
募
作
品
数
…
…
…
…
…
56

作
品
審
査
を
終
え
て
……
…
…
…
…
…
57

審
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
……
59

〔
表
　
紙
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日
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赤
十
字
社
東
京
都
支
部石

田
　
遊
星
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日
本
赤
十
字
社 

福
島
県
支
部
長
賞

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

六
年
　
佐
藤
　
大
武

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校

二
年
　
志
賀
　
蘭
音

「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」

白
河
市
立
東
北
中
学
校

三
年
　
佐
久
間
柑
奈

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

二
年
　
栁
沼
慎
之
輔

青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者

協
議
会
長
賞

福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助

奉
仕
団
委
員
長
賞

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校

一
年
　
井
上
　
煌
逢

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
高
野
　
桃
花

特別賞　受賞者／学校賞・学校奨励賞

学
校
賞

学
校
奨
励
賞

福
島
大
学
附
属
小
学
校

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

白
河
市
立
東
北
中
学
校

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校
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「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
佐
藤
　
大
武

去
年
、
ぼ
く
た
ち
が
育
て
て
い
た
メ
ダ
カ
を

今
は
五
年
生
が
育
て
て
い
る
。

け
ん
び
鏡
を
の
ぞ
い
た
時
、

卵
の
中
の
黒
い
目
が
動
い
た
。

小
さ
な
メ
ダ
カ
が

卵
の
中
か
ら
出
て
き
た
時
は
感
動
し
た
。

あ
の
卵
か
ら
か
え
っ
た
メ
ダ
カ
た
ち
か
ら

ま
た
、
卵
が
た
ん
生
し
て
い
る
ら
し
い
。

命
は
続
い
て
い
く
ん
だ
と
思
っ
た
。

日
本
赤
十
字
社

日
本
赤
十
字
社  

福
島
県
支
部
長
賞

福
島
県
支
部
長
賞
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「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」相

馬
市
立
飯
豊
小
学
校
　
二
年
　
志
賀
　
蘭
音

　

わ
た
し
は
、
ま
だ
ち
い
さ
い
。

　

も
し
、
め
の
ま
え
で
こ
ま
っ
て
い
る
ひ
と
が
い
て
も
、
は
ず
か
し
く
て
こ
え
を
か

け
ら
れ
な
い
と
お
も
う
。

　

で
も
、
ゴ
ミ
が
お
ち
て
い
た
ら
、
ゴ
ミ
ば
こ
に
す
て
る
こ
と
は
で
き
る
。
ち
い
さ

い
わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
。
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「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」

白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
佐
久
間
柑
奈

　

会
話
を
し
よ
う
。
翻
訳
機
を
、
ペ
ン
を
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
。
持
て
る
全
て
を 

駆
使
し
て
、
小
さ
な
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
全
員
が
楽
し
め
る
会
話
を
し
よ
う
。 

私
達
を
隔
て
る
広
い
海
も
、
異
な
っ
た
言
語
も
、
き
っ
と
私
達
の
前
で
は
壁
に
も 

な
ら
な
い
。
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「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」郡

山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
二
年
　
栁
沼
慎
之
輔

　

ぼ
く
の
し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め
は
、
く
す
り
を
つ
く
る
、
か
学
し
ゃ
に
な

る
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
、
つ
よ
い
び
ょ
う
気
を
な
お

す
く
す
り
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

　

マ
ス
ク
の
な
い
、
え
が
お
と
わ
ら
い
ご
え
が
あ
る
せ
か
い
に
し
た
い 

で
す
。
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青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
長
賞

青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
長
賞

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校
　
一
年
　
井
上
　
煌
逢

「
ま
ま
ー
。」

ぼ
く
は
ち
か
づ
く
。

ま
ま
は
ギ
ュ
ー
し
て
く
れ
る
。

ま
ま
の
に
お
い
。

あ
ん
し
ん
す
る
。

ま
ま
は
ニ
コ
っ
と
わ
ら
う
。

ま
ま
か
ら
う
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
な
。
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福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
賞

福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
賞

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校
　
三
年
　
高
野
　
桃
花

私
に
出
来
る
こ
と
が
増
え
る
た
び
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
出
来
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
く
。

ふ
と
握
っ
た
そ
の
手
に
は
、

今
も
懸
命
に
生
き
る
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

あ
の
頃
私
に
差
し
出
し
て
く
れ
た
そ
の
手
を
、

今
度
は
私
が
差
し
出
す
番
だ
。



詩詩
「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」
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「
い
の
ち
の
詩
・

「
い
の
ち
の
詩
・

愛
の
詩
」　

愛
の
詩
」　

受
賞
者

受
賞
者

優
秀
賞

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
菅
原
　
穂
人

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

一
年
　
鈴
木
　
颯
眞

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

三
年
　
加
賀
さ
く
ら

「いのちの詩・愛の詩」受賞者

佳
　
　
作

福
島
市
立
福
島
第
三
小
学
校

一
年
　
正
直
　
由
衣

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
大
河
内
健
太

四
年
　
北
村
　
唯
奈

六
年
　
雨
田
　
陽
翔

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

二
年
　
吉
田
さ
く
ら

三
年
　
島
田
　
和
玖

四
年
　
芳
賀
　
一
織

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

六
年
　
輿
水
　
千
夏

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校

四
年
　
鈴
木
　
悠
空

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
大
河
原
希
愛

六
年
　
深
谷
　
歩
生

六
年
　
稲
部
　
瑛
翔

石
川
町
立
野
木
沢
小
学
校

六
年
　
二
瓶
　
沙
羅

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校

一
年
　
鈴
木
　
愛
莉

平
田
村
立
蓬
田
小
学
校

一
年
　
塙
　
　
妃
菜

泉
崎
村
立
泉
崎
第
一
小
学
校

六
年
　
久
保
木
美
咲

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

三
年
　
熊
澤
　
　
絆

白
河
市
立
東
北
中
学
校

三
年
　
柳
沼
香
里
奈

三
年
　
吉
成
　
彩
瑛

三
年
　
今
井
　
騎
士

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

二
年
　
川
崎
　
愛
海

南
相
馬
市
立
原
町
第
三
中
学
校

一
年
　
寳
玉
　
悠
貴
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「いのちの詩・愛の詩」受賞者

学
校
法
人
国
際
学
園

星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

一
年
　
二
瓶
　
　
竣

入
　
　
選

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
阿
部
紗
也
子

五
年
　
南
　
　
柚
乃

六
年
　
マ
ク
マ
イ
ケ
ル
光
希

二
本
松
市
立
二
本
松
北
小
学
校

六
年
　
佐

　
咲
那

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

五
年
　
佐
藤
　
璃
空

六
年
　
伊
東
　
洋
哉

六
年
　
鎌
田
　
俐
乃

六
年
　
影
山
　
雄
作

六
年
　
小
松
　
　
彩

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

五
年
　
岡
部
　
燈
樹

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校

四
年
　
森
　
　
悠
斗

四
年
　
古
川
　
　
雪

四
年
　
佐
藤
　
心
春

鏡
石
町
立
第
一
小
学
校

一
年
　
森
尾
　
和
香

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
鈴
木
　
羽
麟

六
年
　
渡
邉
　
花
音

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校

五
年
　
高
橋
　
真
紘

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

五
年
　
今
野
　
恋
花

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

一
年
　
星
　
　
茉
宏

六
年
　
大
迫
　
凛
藍

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

一
年
　
井
跡
　
由
理

三
年
　
渡
邉
　
詩
奏

三
年
　
熊
耳
　
玲
那

三
年
　
西
槇
　
美
琴

三
年
　
菅
野
　
奈
悠

三
年
　
金
田
　
小
春

三
年
　
小
川
　
朋
夏

白
河
市
立
東
北
中
学
校

一
年
　
鈴
木
　
め
い

三
年
　
池
澤
　
未
羽

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

二
年
　
宮
﨑
　
優
菜

二
年
　
大
谷
龍
之
介

二
年
　
塩
田
　
純
平

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

二
年
　
國
井
　
豪
志

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
須
藤
　
大
成

三
年
　
岡
部
　
功
星
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「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

優
秀
賞

優
秀
賞

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
菅
原
　
穂
人

力
を
か
し
て
あ
げ
た
い
な

せ
ん
そ
う
し
て
い
る
国
が
あ
る

力
を
か
し
て
あ
げ
た
い
な

お
び
え
て
く
ら
す
人
が
い
る

力
を
か
し
て
あ
げ
た
い
な

な
い
て
か
な
し
む
人
が
い
る

力
を
か
し
て
あ
げ
た
い
な

笑
え
る
日
々
が
く
る
よ
う
に

ぼ
く
に
は
な
に
が
で
き
る
か
な

ぼ
く
に
は
な
に
が
で
き
る
か
な

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
一
年
　
鈴
木
　
颯
眞

ふ
と
ん
に
入
る
と
え
ほ
ん
タ
イ
ム

お
か
あ
さ
ん
が
よ
ん
だ
り
ぼ
く
が
よ
ん
だ
り

う
と
う
と
し
た
ら
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
の
じ
か
ん

く
ら
く
な
っ
た
ふ
と
ん
の
中
で

ぼ
く
は
こ
っ
そ
り
「
た
い
せ
つ
だ
よ
」

お
か
あ
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
「
た
い
せ
つ
だ
よ
」

き
っ
と
み
ん
な
だ
れ
か
の
た
い
せ
つ
な
人

た
い
せ
つ
な
人
が
う
れ
し
い
と

ぼ
く
は
も
っ
と
う
れ
し
い

き
っ
と
み
ん
な
そ
う
な
ん
だ
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須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
加
賀
さ
く
ら

小
さ
な
あ
た
ま
を
な
で
た
。

「
ふ
わ
ふ
わ
だ
ね
。」

柔
ら
か
い
ほ
っ
ぺ
た
に
ふ
れ
た
。

「
ぷ
に
ぷ
に
だ
ね
。」

柔
ら
か
い
か
ら
だ
に
顔
を
ち
か
づ
け
た
。

「
い
い
に
お
い
が
す
る
ね
。」

小
さ
な
小
さ
な
手
を
に
ぎ
っ
た
。

あ
た
た
か
か
っ
た
。

妹
が
言
っ
た
。

「
あ
か
ち
ゃ
ん
っ
て
、
い
の
ち
っ
て
、
あ
っ
た

か
い
ね
。」
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「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

「
い
の
ち
の
詩
・
愛
の
詩
」

佳
作
佳
作

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
北
村
　
唯
奈

　

笑
顔
の
愛

お
母
さ
ん
は
い
つ
も
笑
顔

私
が
ね
ぼ
け
眼
の
時
も

気
持
ち
が
し
ず
ん
で
い
る
時
も

ム
カ
ム
カ
気
分
の
時
も

お
母
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
と

不
思
議
と
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う

い
つ
か
私
も
な
り
た
い
な

笑
顔
の
愛
を
あ
た
え
る
人
に

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
六
年
　
雨
田
　
陽
翔

　
　
　

生
後
十
三
日
目
の
ぼ
く
へ

ぼ
く
は
、
生
後
十
三
日
で
心
臓
の
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

完
全
大
血
管
転
位
症
で
し
た
。

顔
は
赤
む
ら
さ
き
色
に
な
り
、
体
中
管
だ
ら
け
で
し
た
。

自
分
で
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
け
ん
命
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

「
良
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

今
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ら
れ
る
の
は
、

病
院
の
先
生
方
、両
親
、ぼ
く
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

「
こ
の
命
を
大
切
に
生
き
て
い
き
ま
す
。」

福
島
市
立
福
島
第
三
小
学
校
　
一
年
　
正
直
　
由
衣

い
つ
も
ど
っ
て
く
る
の
。

わ
た
し
の
か
っ
て
い
た
う
さ
ぎ
さ
ん
が

う
ご
か
な
く
な
っ
た
。

こ
こ
ろ
の
な
か
が
ち
く
ち
く
い
た
い
。

お
か
あ
さ
ん
は
こ
う
い
っ
た
ん
だ
。

「
う
さ
ぎ
さ
ん
は
、
お
ほ
し
さ
ま
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
お
そ
ら
か
ら
こ
れ

か
ら
も
み
ま
も
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
ね
。」

か
な
し
い
き
も
ち
で
こ
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
う
さ
ぎ
さ
ん
あ
り

が
と
う
。
ず
っ
と
ず
っ
と
わ
す
れ
な
い
よ
。

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
大
河
内
健
太

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
天
国
に
旅
立
っ
た
。

い
つ
も
ぼ
く
に

「
世
界
で
一
番
好
き
だ
よ
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
ね
。

じ
ゃ
ん
け
ん
で
は
ぼ
く
と
ち
が
う
チ
ョ
キ
で
二
人
で
わ
ら
っ
た
ね
。

と
つ
ぜ
ん
い
な
く
な
っ
て
さ
み
し
い
。

で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ぼ
く
の
中
で
生
き
て
い
て
、

い
の
ち
は
受
け
つ
ぐ
も
の
だ
っ
て
教
え
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
も
い
の
ち
を
大
切
に
生
き
て
い
く
ね
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
！
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郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
二
年
　
吉
田
さ
く
ら

わ
た
し
は
、
か
ぞ
く
が
大
す
き
。

や
さ
し
い
お
と
う
さ
ん
。

あ
か
る
い
お
か
あ
さ
ん
。

し
っ
か
り
も
の
の
ね
ぇ
ね
。

と
も
だ
ち
の
よ
う
な

お
も
し
ろ
い
も
う
一
人
の
ね
ぇ
ね
。

い
え
で
は
一
ば
ん
小
さ
い
け
れ
ど

一
ば
ん
こ
え
が
大
き
い
わ
た
し
。

わ
た
し
が
わ
ら
う
と
み
ん
な
も
え
が
お
。

み
ん
な
が
わ
ら
う
と
、
わ
た
し
も
ニ
コ
ニ
コ
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
三
年
　
島
田
　
和
玖

お
姉
ち
ゃ
ん
の
こ
と

「
す
き
！
」

と
、
言
う
と
、

お
姉
ち
ゃ
ん
は

「
き
ら
い
！
」

と
、
言
う
。

け
ど
ね
、
ぼ
く
は
知
っ
て
る
ん
だ
。

ぼ
く
が
、
か
く
れ
て
い
た
り
す
る
と
、

「
和
玖
は
？
ど
こ
に
行
っ
た
の
？
」

と
、
聞
い
て
い
る
こ
と
を
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
四
年
　
芳
賀
　
一
織

戦
争
っ
て

昔
の
話
と
思
っ
て
い
た

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で

き
れ
い
な
街
が
こ
わ
さ
れ
て

ぼ
く
よ
り
小
さ
い
子
が

泣
い
て
い
る

ど
う
し
て
子
ど
も
ま
で
泣
か
せ
る
の

こ
ん
な
戦
争
な
ん
か
早
く
終
わ
っ
て

そ
の
子
に
声
を
か
け
て
あ
げ
た
い

「
も
う
、
泣
か
な
く
て
い
い
よ
」
っ
て

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
輿
水
　
千
夏

学
校
の
花
だ
ん
に
花
を
植
え
た

あ
つ
く
て
少
し
元
気
の
な
い
花
も

水
を
あ
げ
る
と

次
の
日
は
、
シ
ャ
キ
ー
ン
と
立
っ
て
い
る

咲
き
終
え
た
花
を

一
つ
一
つ
つ
み
と
っ
て
あ
げ
る

す
る
と
新
し
い
花
が
た
く
さ
ん
咲
く

一
生
け
ん
命
に
お
世
話
を
す
る
と

ち
ゃ
ん
と
花
は
こ
た
え
て
く
れ
る
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須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校
　
四
年
　
鈴
木
　
悠
空

ぼ
く
の
お
じ
さ
ん
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る

男
の
子
か
な
、
女
の
子
か
な

赤
ち
ゃ
ん
大
き
い
か
な
、
小
さ
い
か
な

お
な
か
を
さ
す
っ
て
み
ん
な
で
に
こ
に
こ

ぼ
く
も
お
な
か
の
中
に
い
る
と
き

こ
ん
な
ふ
う
に
話
し
て
い
た
の
か
な

楽
し
み
だ
な
ぁ
、
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん

ぼ
く
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ね

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
大
河
原
希
愛

私
の
忘
れ
ら
れ
な
い
言
葉

「
あ
な
た
は
笑
顔
が
す
て
き
な
の
だ
か
ら
泣
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
笑
っ
て
な

さ
い
。」

亡
く
な
る
前
の
祖
父
の
言
葉
だ

そ
れ
か
ら
私
は
泣
か
な
く
な
っ
た

そ
し
た
ら
少
し
強
く
な
っ
た

私
は
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い

祖
父
の
手
の
あ
た
た
か
さ
も

ず
っ
と
ず
っ
と
覚
え
て
い
る

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
深
谷
　
歩
生

ラ
ン
ド
セ
ル
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

そ
れ
は
私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ラ
ン
ド
セ
ル
を
送
る
送
料
を

自
分
た
ち
で
作
り
出
す
活
動

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ま
だ
見
ぬ
友
達
を

少
し
で
も
喜
ば
せ
た
い

助
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
で

私
た
ち
は
心
を
一
つ
に
し
て

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
る

平
和
へ
の
思
い
は
国
境
を
こ
え
る

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
稲
部
　
瑛
翔

ウ
ク
ラ
イ
ナ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

会
っ
た
こ
と
も
な
い
け
れ
ど

ぼ
く
た
ち
と
同
じ
年
の
子
が

戦
乱
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
。

そ
の
こ
と
を
知
っ
て
ぼ
く
ら
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

来
春
に
は
ぼ
く
の
ラ
ン
ド
セ
ル
も

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
送
る
よ
。

幸
せ
の
思
い
は
国
を
こ
え
る
ん
だ
。
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石
川
町
立
野
木
沢
小
学
校
　
六
年
　
二
瓶
　
沙
羅

み
ん
な
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

み
ん
な
と
一
緒
に
い
れ
る
こ
と
。

み
ん
な
と
ど
こ
に
で
も
い
け
る
こ
と
。

み
ん
な
と
大
声
で
笑
い
あ
え
る
こ
と
。

ま
た
当
り
前
の
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、

こ
の
一
し
ゅ
ん
一
し
ゅ
ん
を
大
切
に
し
て

今
、
こ
の
時と

代き

を
生
き
て
い
く
。

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校
　
一
年
　
鈴
木
　
愛
莉

い
の
ち
っ
て
な
に

む
ね
が
き
ゅ
ん
と
な
っ
た

じ
ぶ
ん
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

お
か
あ
さ
ん
が
お
し
え
て
く
れ
た

み
ん
な
の
い
の
ち

い
き
も
の
の
い
の
ち

し
ょ
く
ぶ
つ
の
い
の
ち

た
べ
も
の
の
い
の
ち

み
ん
な
一
つ

い
の
ち
が
あ
る
こ
と
に

こ
こ
ろ
か
ら

あ
り
が
と
う

平
田
村
立
蓬
田
小
学
校
　
一
年
　
塙
　
　
妃
菜

あ
の
ね
。

マ
マ
の
お
な
か
の
な
か
は
、
と
て
も
あ
っ
た
か
く
て
、

あ
か
る
く
て
、
ぷ
か
ぷ
か
す
る
と
こ
ろ
。

わ
た
し
は
、
い
つ
も
お
も
い
だ
す
。

い
の
ち
の
た
い
せ
つ
さ
が
つ
た
わ
る
。

わ
た
し
を
う
ん
で
く
れ
た
マ
マ
に
か
ん
し
ゃ
。

　

だ
い
す
き
だ
よ
、
マ
マ
。

う
ま
れ
て
き
て
し
あ
わ
せ
。

い
の
ち
に
、
か
ん
し
ゃ
。

泉
崎
村
立
泉
崎
第
一
小
学
校
　
六
年
　
久
保
木
美
咲

夜
い
つ
も
し
ゃ
べ
り
か
け
て
い
る

三
人
の
写
真
に

も
ち
ろ
ん
返
事
は
聞
こ
え
な
い
け
れ
ど

聞
い
て
く
れ
て
い
る
で
し
ょ

次
は
何
し
ゃ
べ
ろ
う
か
な
っ
て

考
え
な
が
ら

学
校
の
こ
と
家
族
の
こ
と

ま
た
今
日
の
夜
も

話
を
す
る
か
ら

聞
い
て
い
て
ね
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須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
熊
澤
　
　
絆

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
と
、

に
こ
に
こ
、
わ
く
わ
く
、
る
ん
る
ん

黄
色
、
橙
色
の
音
が
鳴
る

み
ん
な
が
泣
い
て
い
る
と
、

し
く
し
く
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
、
ズ
キ
ズ
キ

青
色
、
灰
色
の
音
が
鳴
る

新
し
い
い
の
ち
が
生
ま
れ
る
と
、

ほ
わ
ほ
わ
、
キ
ラ
キ
ラ
、
ド
キ
ド
キ

黄
緑
色
、
黄
色
の
音
が
鳴
る

白
色
だ
っ
た
音
に

希
望
が
哀
し
み
が
不
安
が
生
命
の
色
が

色
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る

白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
柳
沼
香
里
奈

帰
る
場
所
が
あ
る
。

「
お
か
え
り
」
と
言
っ
て
く
れ
る
家
族
が
い
る
。

困
っ
て
い
る
と
助
け
て
く
れ
る
友
達
が
い
る
。

将
来
の
事
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
先
生
が
い
る
。

私
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
も
、

他
の
人
か
ら
し
た
ら
当
た
り
前
と
は
限
ら
な
い
。

温
か
い
家
族
が
い
る
こ
と
、
優
し
い
友
達
が
い
る
こ
と
、
頼
れ
る
先
生
が

い
る
こ
と
。

決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
。

私
の
周
り
は
優
し
さ
と
愛
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
に
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な
い
で
い
た
い
。

そ
し
て
、
私
も
誰
か
の
当
た
り
前
の
優
し
い
人
に
な
り
た
い
。
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白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
吉
成
　
彩
瑛

だ
れ
か
の
優
し
い
言
葉
で

だ
れ
か
の
大
切
な
い
の
ち
が
救
わ
れ
る

だ
れ
か
の
心
な
い
言
葉
で

だ
れ
か
の
大
切
な
い
の
ち
が
奪
わ
れ
る

た
っ
た
一
つ
の
言
葉
で

い
の
ち
が
つ
な
が
っ
た
り
と
ぎ
れ
た
り
す
る

言
葉
は
と
き
に
凶
器
と
な
る

私
た
ち
が
住
む
こ
の
世
界
に

優
し
い
言
葉
が
あ
ふ
れ
た
ら

ど
れ
だ
け
の
い
の
ち
が
救
わ
れ
る
の
だ
ろ
う

白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
今
井
　
騎
士

幸
せ
だ
ね
、

日
常
が
あ
る
っ
て
。

幸
せ
だ
ね
、

家
族
が
い
る
っ
て
。

幸
せ
だ
ね
、

友
達
が
い
る
っ
て
。

幸
せ
だ
ね
。

ほ
ら
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

幸
せ
が
あ
る
よ
。

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校
　
二
年
　
川
崎
　
愛
海

落
ち
こ
ん
で
い
る
人
に

「
元
気
出
し
て
」
と
い
う
よ
り

す
き
な
人
に
ふ
ら
れ
た
人
に

「
も
っ
と
い
い
人
い
る
よ
」
と
い
う
よ
り

つ
か
れ
て
い
る
人
に

「
大
丈
夫
？
」
と
い
う
よ
り

た
だ
そ
ば
に
い
て

話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り

だ
き
し
め
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が

相
手
は
す
く
わ
れ
る
。



「いのちの詩・愛の詩」佳作
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南
相
馬
市
立
原
町
第
三
中
学
校
　
一
年
　
寳
玉
　
悠
貴

朝
に
な
る
と

地
球
は

光
で
照
ら
さ
れ
る

こ
の
光
で
多
く
の

命
が

目
を
覚
ま
す

太
陽
が

い
つ
も
よ
り

光
っ
て
い
る

こ
れ
か
ら

新
た
な
命
が

誕
生
す
る

合
図
の
よ
う
に

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
　
一
年
　
二
瓶
　
　
竣

つ
ら
い
時
、
逃
げ
出
し
た
い
時
、
悲
し
い
時

命
な
ん
て
い
ら
な
い
と
思
わ
な
い
で

立
ち
止
ま
っ
て
ひ
と
息
つ
い
て
み
よ
う

時
間
が
か
か
っ
て
も
大
丈
夫

あ
な
た
の
ま
わ
り
に
手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら

き
っ
と
そ
の
先
に
光
が
さ
す
時
が
く
る
か
ら

命
が
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
よ

た
っ
た
一
つ
の
命

む
だ
に
し
な
い
で
生
き
て
い
こ
う



一
〇
〇
文
字
提
案

一
〇
〇
文
字
提
案

　「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

　「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
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「わたしがだれかのためにできること」受賞者

「
わ
た
し
が

「
わ
た
し
が

だ
れ
か
の
た
め
に

だ
れ
か
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」

で
き
る
こ
と
」

受
賞
者

受
賞
者

優
秀
賞

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
松
崎
　
雪
乃

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

一
年
　
小
林
　
杏
丞

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
吉
成
　
舞
央

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

三
年
　
志
賀
　
陽
斗

佳
　
　
作

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

一
年
　
土
田
　
百
華

一
年
　
桜
内
　
心
夢

二
年
　
渡
邉
　
　
圭

三
年
　
富
山
　
愛
彩

四
年
　
片
平
羽
那
乃

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
菅
家
　
　
葵

五
年
　
草
野
恵
里
奈

六
年
　
五
十
嵐
陽
馬

郡
山
市
立
片
平
小
学
校

六
年
　
影
山
　
真
優

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

四
年
　
長
谷
川
航
大

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

六
年
　
海
端
　
玲
奏

六
年
　
瀬
和
　
愛
璃

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

五
年
　
佐
藤
　
滉
祐

平
田
村
立
蓬
田
小
学
校

六
年
　
川
西
　
美
桜

泉
崎
村
立
泉
崎
第
一
小
学
校

六
年
　
小
林
　
　
優

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校

一
年
　
青
田
　
晄
里

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

四
年
　
鈴
木
　
龍
輝

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校

一
年
　
杉
本
　
太
晴

三
年
　
髙
橋
　
希
生

四
年
　
杉
本
琥
太
郎

五
年
　
志
賀
　
虎
桜

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

四
年
　
遠
藤
　
優
信

五
年
　
桑
折
　
彩
奈
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須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

二
年
　
齊
藤
　
暁
玄

二
年
　
畑
　
　
美
月

三
年
　
渡
邉
　
住
衣

三
年
　
鈴
木
　
颯
馬

三
年
　
鈴
木
な
な
み

白
河
市
立
東
北
中
学
校

二
年
　
本
間
　
楓
香

三
年
　
山
田
　
大
翔

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

三
年
　
原
　
優
愛
花

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

二
年
　
木
村
　
　
遥

三
年
　
畠
山
　
　
遥

学
校
法
人
福
島
成
蹊
学
園
福
島
成
蹊
高
等
学
校

二
年
　
二
瓶
按
伽
里

学
校
法
人
国
際
学
園

星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

三
年
　
澤
井
　
優
翔

「わたしがだれかのためにできること」受賞者

入
　
　
選

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

二
年
　
大
関
　
朋
花

三
年
　
宍
戸
結
衣
菜

福
島
市
立
金
谷
川
小
学
校

六
年
　
菅
野
　
佑
季

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
石
山
　
　
英

四
年
　
宍
戸
　
利
緒

四
年
　
緑
川
　
悠
斗

四
年
　
鹿
又
　
大
智

五
年
　
佐
藤
　
真
緒

六
年
　
遠
藤
　
由
惟

六
年
　
菅
野
　
七
愛

六
年
　
久
森
　
太
陽

郡
山
市
立
片
平
小
学
校

六
年
　
阿
部
　
　
歩

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

二
年
　
元
木
　
咲
那

四
年
　
佐
久
間
梨
々
奈

五
年
　
富
塚
　
　
琉

六
年
　
佐
原
　
佑
心

六
年
　
伊
藤
　
桧
菜

六
年
　
島
田
　
仁
瑚

六
年
　
田
島
　
菜
花

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

六
年
　
佐
藤
　
楓
華

鏡
石
町
立
第
一
小
学
校

四
年
　
石
森
　
綺
華

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校

四
年
　
矢
吹
　
介
人

猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校

六
年
　
楠
　
　
脩
汰

猪
苗
代
町
立
緑
小
学
校

六
年
　
佐
藤
　
陽
向

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

六
年
　
佐
藤
　
未
奈

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校

一
年
　
佐

　
　
凪

一
年
　
遠
藤
　
心
翔

二
年
　
杉
本
　
悠
雅

三
年
　
荒
川
　
剛
毅

四
年
　
横
山
　
珠
奈

四
年
　
小
谷
　
奏
介

五
年
　
守
田
　
煌
覇

六
年
　
後
藤
　
優
季

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

二
年
　
門
馬
　
早
希

二
年
　
草
野
　
琥
毅

四
年
　
池
部
　
綾
人

四
年
　
星
野
　
　
蓮

五
年
　
大
和
田
晃
聖
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須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

一
年
　
小
林
　
花
音

一
年
　
箭
内
　
七
海

二
年
　
角
田
　
賢
祐

二
年
　
渡
邊
　
未
来

二
年
　
立
石
　
光
希

二
年
　
阿
部
　
希
空

二
年
　
安
藤
　
由
似

三
年
　
小
林
　
香
凛

三
年
　
大
中
　
徠
慈

三
年
　
有
我
こ
こ
ろ

白
河
市
立
東
北
中
学
校

三
年
　
本
田
翔
太
郎

三
年
　
荒
井
　
珈
乃

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

二
年
　
藤
田
　
佳
乃

二
年
　
秋
山
　
武
蔵

三
年
　
矢
田
部
紗
莉

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

二
年
　
齋
藤
　
真
菜

二
年
　
菅
原
　
璃
子

二
年
　
佐
々
木
美
玲

三
年
　
齋
藤
　
七
瀬

「わたしがだれかのためにできること」受賞者

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
佐
藤
　
莉
菜

三
年
　
橘
　
　
優
太

三
年
　
増
田
　
　
春

三
年
　
水
野
谷
夏
樹

三
年
　
鈴
木
　
彪
雅



「わたしがだれかのためにできること」優秀賞

― 27 ―

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

優
秀
賞

優
秀
賞

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
松
崎
　
雪
乃

　

テ
レ
ビ
の
向
こ
う
側
で
、
秋
田
の
街
が
水
び

た
し
に
な
っ
て
い
た
。

　

私
は
、
ぼ
金
箱
に
今
月
の
お
こ
づ
か
い
を
全

部
入
れ
た
。

　

一
日
も
早
く
、
安
心
し
て
ね
む
れ
ま
す
よ
う

に
。

　

東
北
の
仲
間
ど
う
し
、
よ
り
そ
う
気
持
ち
も

ぼ
金
と
一
し
ょ
に
と
ど
き
ま
す
よ
う
に
。

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
一
年
　
小
林
　
杏
丞

　

て
れ
び
で
み
た
、
て
ん
じ
ぶ
ろ
っ
く
。
め
が

み
え
な
い
ひ
と
の
た
め
の
も
の
だ
と
し
っ
た
。

み
つ
け
た
ら
、
て
ん
じ
ぶ
ろ
っ
く
の
う
え
に
お

ち
て
い
る
ご
み
や
は
っ
ぱ
を
ひ
ろ
い
な
が
ら
あ

る
こ
う
と
お
も
っ
た
。め
が
み
え
な
い
ひ
と
が
、

こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
。



「わたしがだれかのためにできること」優秀賞

― 28 ―

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
吉
成
　
舞
央

「
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、

「
私
が
人
を
救
え
る
。」

と
う
れ
し
く
な
っ
た
。

　

髪
を
の
ば
す
の
は
案
外
大
変
。
で
も
、
の
ば

す
の
が
ほ
こ
ら
し
か
っ
た
。

　

そ
し
て
髪
を
切
っ
た
。

　

見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
の
た
め
、
が
ん
ば
れ
、
私

の
髪
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
志
賀
　
陽
斗

　

僕
の
母
親
は
福
祉
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
母
親
の
職
場
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ

に
は
、
笑
顔
で
御
老
人
の
手
助
け
を
し
て
い
る

母
親
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
後
日
、
母
親
に
そ

の
事
を
聞
い
て
み
る
と
、「
そ
ん
な
の
当
た
り

前
の
事
だ
よ
。」
と
言
わ
れ
、
そ
ん
な
母
親
を

見
習
お
う
と
思
い
ま
し
た
。



「わたしがだれかのためにできること」佳作
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須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
吉
成
　
舞
央

「
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、

「
私
が
人
を
救
え
る
。」

と
う
れ
し
く
な
っ
た
。

　

髪
を
の
ば
す
の
は
案
外
大
変
。
で
も
、
の
ば

す
の
が
ほ
こ
ら
し
か
っ
た
。

　

そ
し
て
髪
を
切
っ
た
。

　

見
知
ら
ぬ
だ
れ
か
の
た
め
、
が
ん
ば
れ
、
私

の
髪
。

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
一
年
　
土
田
　
百
華

　

わ
た
し
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
す
ぐ
八
十
さ
い

で
す
。
わ
た
し
と
お
な
じ
よ
う
に
は
や
く
あ
る
い
た
り
、
は
し
っ
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。わ
た
し
は
て
を
つ
な
い
だ
り
、だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？

と
こ
え
を
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
一
年
　
桜
内
　
心
夢

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
し
の
し
ゅ
じ
ゅ
つ
が
ん
ば
っ
た
ね
。
く
る
ま
い
す

は
、
い
つ
も
わ
た
し
が
お
し
て
あ
げ
る
よ
。
つ
え
も
わ
た
し
て
と
な
り
に

い
る
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
し
が
な
お
る
ま
で
、
わ
た
し
が
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
あ
し
を
ま
も
る
よ
。福

島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
二
年
　
渡
邉
　
　
圭

　

日
本
は
め
ぐ
ま
れ
た
国
だ
。
で
も
せ
か
い
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
せ
っ
し
ゅ

を
う
け
ら
れ
な
い
人
も
い
る
。
ぼ
く
の
学
校
で
は
、
一
円
玉
ぼ
き
ん
や
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
か
い
し
ゅ
う
を
し
て
い
る
。
だ
れ
か
の
た
め
に
、
や
く
だ
っ

て
い
た
ら
う
れ
し
い
。
ぼ
く
に
も
で
き
る
こ
と
だ
。

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
三
年
　
富
山
　
愛
彩

　

そ
う
合
で
ゴ
ミ
拾
い
。
ざ
っ
草
ぬ
き
や
ベ
ン
チ
ふ
き
。
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
み
ん
な
で
や
っ
た
。

（
や
り
た
く
な
い
な
あ
。）

そ
う
思
っ
た
け
れ
ど
、

（
人
の
た
め
に
な
る
よ
。）

そ
う
思
う
と
が
ん
ば
れ
る
。

　

人
の
た
め
に
な
る
っ
て
と
っ
て
も
い
い
な
。

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
四
年
　
片
平
羽
那
乃

　

十
歳
に
な
っ
て
、私
は
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。
そ
れ
は
、

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
長
く
大
切
に
の
ば
し

て
き
た
髪
の
毛
を
、
病
気
と
闘
っ
て
い
る
ど
こ
か
の
誰
か
へ
、
私
の
エ
ー

ル
と
し
て
願
い
を
こ
め
て
届
い
て
ほ
し
い
。

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

「
わ
た
し
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

佳
作
佳
作



「わたしがだれかのためにできること」佳作
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福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
菅
家
　
　
葵

　

伊
達
市
で
四
十
度
を
こ
え
た
。
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
。
私
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
物
を
で
き
る
だ
け
買
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
買
う
時
は
十
回
考

え
る
。
ま
わ
り
に
も
聞
い
て
み
る
。
未
来
の
地
球
の
た
め
に
、
未
来
の
私

た
ち
の
た
め
に
、
私
は
今
日
か
ら
始
め
る
。

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
五
年
　
草
野
恵
里
奈

　

お
年
寄
り
は
階
段
の
上
り
下
り
が
苦
手
で
す
。
週
に
何
度
か
あ
る
ゴ
ミ

の
日
。
登
園
、
登
校
の
つ
い
で
に
集
積
所
ま
で
運
ん
で
あ
げ
た
ら
、
大
変

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
持
ち
し
ま
す
よ
。」

積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
六
年
　
五
十
嵐
陽
馬

　

誰
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
こ
と
で
す
。

正
し
い
情
報
を
知
ら
な
い
と
、
誤
っ
た
情
報
を
拡
散
し
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
ち
ゃ
ん
と
調
べ
ず
に
情
報
を
拡
散
す
れ
ば
、
風
評
被
害
に
つ
な
が
っ

て
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

郡
山
市
立
片
平
小
学
校
　
六
年
　
影
山
　
真
優

　

私
は
、
十
六
歳
に
な
っ
た
ら
、
献
血
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
献

血
は
だ
れ
か
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
、
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

私
は
、
こ
の
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
四
年
　
長
谷
川
航
大

　

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
の
後
み
ん
な
で
す
る
ご
み
拾
い
。

　

来
た
時
よ
り
も
美
し
く
し
て
帰
る
。

　

一
人
で
も
、
い
つ
で
も
ご
み
拾
い
を
す
る
。

　

み
ん
な
が
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
く
れ
る
け
ど
、
い
つ
で
も
あ
た
り
前

だ
か
ら
っ
て
言
え
る
人
に
な
る
。

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
海
端
　
玲
奏

　

毎
朝
一
年
生
の
教
室
へ
行
き
、
朝
の
身
じ
た
く
の
仕
方
を
教
え
て
あ
げ

た
。
名
札
つ
け
は
、
針
で
指
を
さ
し
て
し
ま
い
そ
う
で
、
見
て
い
る
私
の

方
が
怖
く
な
っ
た
。
ラ
ン
ド
セ
ル
が
上
手
に
し
ま
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

た
く
さ
ん
ほ
め
て
あ
げ
た
く
な
っ
た
。
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須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
瀬
和
　
愛
璃

　

私
は
、
手
洗
い
う
が
い
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
。
み
ん
な

が
元
気
で
健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。せ
っ
け
ん
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
補
充
は
大
変
だ
け
れ
ど
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校
　
五
年
　
佐
藤
　
滉
祐

　

サ
ッ
カ
ー
の
試
合
が
終
わ
り
、
帰
ろ
う
と
し
た
時
に
目
の
前
に
ゴ
ミ
が

落
ち
て
い
た
。
ま
わ
り
の
人
は
そ
の
ゴ
ミ
を
ま
た
い
だ
。
ぼ
く
も
ま
た
ご

う
と
し
た
が
拾
っ
た
。
今
日
は
一
つ
だ
が
、
明
日
は
学
校
の
帰
り
道
二
つ

拾
お
う
と
思
う
。

平
田
村
立
蓬
田
小
学
校
　
六
年
　
川
西
　
美
桜

　

私
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
だ
ろ
う
。
い
つ
も
支
え
て
も
ら
っ
て
ば
か
り

な
の
に
。
辛
い
時
い
っ
ぱ
い
泣
い
た
。
楽
し
い
時
い
っ
ぱ
い
笑
っ
た
。
そ

ん
な
時
、
私
の
と
な
り
に
は
家
族
や
友
達
が
い
た
。
私
に
で
き
る
こ
と
、

そ
う
だ
分
か
っ
た
。
誰
か
の
そ
ば
に
い
て
あ
げ
よ
う
。

泉
崎
村
立
泉
崎
第
一
小
学
校
　
六
年
　
小
林
　
　
優

　

わ
た
し
は
学
校
の
宿
泊
で
尾
瀬
に
行
っ
た
。
ゴ
ミ
は
尾
瀬
の
マ
ナ
ー
で

ポ
イ
捨
て
し
て
は
い
け
な
い
。
け
れ
ど
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
所
が
あ
っ
た

か
ら
拾
っ
た
。
わ
た
し
は
思
っ
た
。
尾
瀬
だ
け
で
は
な
く
て
、
泉
崎
で
も

こ
の
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校
　
一
年
　
青
田
　
晄
里

　

わ
た
し
が
、
か
ぞ
く
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
お
て
つ
だ
い
で
す
。

わ
た
し
が
、
い
ろ
い
ろ
な
お
て
つ
だ
い
を
す
る
と
、
か
ぞ
く
の
し
ご
と
が

へ
り
ま
す
。
そ
の
ぶ
ん
い
っ
し
ょ
に
い
る
じ
か
ん
が
ふ
え
て
、
も
っ
と
た

の
し
く
な
り
ま
す
。

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校
　
四
年
　
鈴
木
　
龍
輝

　

暑
い
夏
が
続
く
。
ぼ
く
は
む
意
し
き
に
ス
イ
ッ
チ
を
お
し
た
。
数
秒
で

つ
め
た
い
風
が
ふ
い
た
。
カ
ー
テ
ン
で
閉
ざ
さ
れ
た
う
す
暗
い
部
屋
、
室

外
機
か
ら
は
熱
風
が
ふ
い
て
い
た
。
ぼ
く
は
知
ら
な
か
っ
た
。
ス
イ
ッ
チ

一
つ
で
地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
。
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相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校
　
一
年
　
杉
本
　
太
晴

　

ぼ
く
は
さ
か
な
が
す
き
。
み
る
の
も
す
き
だ
し
、
た
べ
る
の
も
す
き
。

だ
か
ら
、
う
み
と
か
わ
を
き
れ
い
に
し
た
い
。
き
れ
い
な
さ
か
な
を
み
た

い
か
ら
、
げ
ん
き
な
さ
か
な
を
み
た
い
か
ら
。
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
、
ゴ
ミ

を
み
つ
け
た
ら
ひ
ろ
う
。
ぼ
く
が
い
ま
で
き
る
こ
と
。

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校
　
三
年
　
髙
橋
　
希
生

　

台
風
に
よ
る
災
害
で
毎
年
日
本
各
地
で
水
害
が
お
き
て
い
ま
す
。
私
の

地
い
き
で
も
台
風
で
断
水
し
た
事
が
あ
り
、
各
地
か
ら
の
ぼ
金
や
自
え
い

隊
か
ら
助
け
て
も
ら
い
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
、
私
も
ぼ
金
を
し

て
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校
　
四
年
　
杉
本
琥
太
郎

　

今
年
の
夏
も
暑
い
。
そ
れ
な
の
に
、
暑
い
中
が
ん
ば
っ
て
畑
仕
事
を
し

て
い
る
地
い
き
の
お
じ
い
さ
ん
や
草
む
し
り
を
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
。

ぼ
く
が
で
き
る
こ
と
は
、「
こ
ん
に
ち
は
。」
と
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
と
、「
大

丈
夫
で
す
か
。」
と
声
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校
　
五
年
　
志
賀
　
虎
桜

　

み
ん
な
に
や
さ
し
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
た
よ
り
に
さ
れ
る
自
分
。

　

け
ん
か
が
あ
っ
た
時
、
何
が
あ
っ
た
か
き
い
て
話
し
合
え
る
自
分
。

　

分
か
ら
な
い
問
題
を
教
え
て
あ
げ
ら
れ
る
自
分
。
そ
ん
な
自
分
に
成
長

す
る
こ
と
が
、
み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
だ
。

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校
　
四
年
　
遠
藤
　
優
信

　

私
は
、
今
日
プ
ー
ル
か
ら
あ
が
る
子
に
手
を
さ
し
の
べ
ま
し
た
。
別
の

日
に
は
た
く
さ
ん
の
荷
物
を
持
っ
た
子
の
荷
物
を
持
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
日
に
元
気
が
な
い
子
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
ぼ
く
に
で
き
る

こ
と
は
小
さ
な
こ
と
だ
け
ど
、
続
け
て
い
き
た
い
。

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校
　
五
年
　
桑
折
　
彩
奈

　

私
は
今
、
地
球
温
暖
化
と
い
う
社
会
の
問
題
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め

に
、
私
で
も
で
き
る
事
を
調
べ
て
み
た
ら
、
野
菜
を
今
よ
り
多
く
食
べ
る

だ
け
で
も
、
対
策
の
一
つ
に
な
る
と
知
り
ま
し
た
。
少
し
だ
け
ど
で
き
る

事
は
な
い
か
探
し
、
実
行
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
二
年
　
齊
藤
　
暁
玄

　

僕
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
三
Ｒ
だ
。
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ

ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
。
こ
れ
ら
を
実
せ
ん
す
る
こ
と
は
、
だ
れ
か
の
た
め

に
な
る
だ
け
で
な
く
、こ
の
地
球
に
住
む
み
ん
な
の
た
め
に
な
る
と
思
う
。

だ
か
ら
、
進
ん
で
三
Ｒ
を
心
が
け
た
い
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
二
年
　
畑
　
　
美
月

　

母
か
ら
聞
い
た
。「
外
国
に
は
恵
ま
れ
な
い
人
達
が
た
く
さ
ん
い
る
。」

と
。
そ
し
て
、
私
は
あ
る
行
動
に
移
し
た
。
昔
使
っ
て
い
た
ラ
ン
ド
セ
ル

や
洋
服
を
箱
に
つ
め
て
送
っ
た
。
実
際
に
私
の
物
を
持
っ
て
笑
っ
て
い
る

人
達
の
写
真
を
見
て
嬉
し
く
思
っ
た
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
渡
邉
　
住
衣

　

人
に
優
し
く
す
る
こ
と
は
誰
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
て
や
っ

て
あ
げ
る
こ
と
は
優
し
さ
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
成
長
を
奪
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
私
は
過
度
な
干
渉
を
せ
ず
見
守

っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
人
に
な
り
た
い
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
鈴
木
　
颯
馬

　

私
は
、
こ
の
世
の
人
間
関
係
に
お
け
る
「
垣
根
」
に
拘
泥
し
な
い
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
性
や
年
齢
は
も
ち
ろ
ん
、
障
碍
や
個
人
の
考
え
に
到

っ
て
も
、「
垣
根
」
は
な
い
は
ず
だ
。
互
い
に
協
力
す
る
の
が
、
人
間
と

し
て
与
え
ら
れ
た
役
割
で
あ
ろ
う
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
鈴
木
な
な
み

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。
あ
と
、
七
年
で
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
。
解
決

の
糸
口
を
見
つ
け
る
の
は
他
の
誰
で
も
な
く
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
毎
日
の
生
活
か
ら
見
直
し
、
地
球
を
助
け
る
毎

日
を
過
ご
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
協
力
し
、
助
け
る
、
地
球
。 

Ｃ
Ｈ
Ｅ
ｓ
。

（C
ooperation

）（H
elp

）（E
arth

）（s

）

白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
二
年
　
本
間
　
楓
香

　

知
ら
な
い
お
ば
あ
さ
ん
が
重
そ
う
な
荷
物
を
運
ん
で
い
た
。
私
は
と
っ

さ
に
、「
大
丈
夫
で
す
か
？
」
と
聞
い
て
い
た
。
運
び
終
わ
っ
た
ら
、「
あ

り
が
と
う
。
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。
ジ
ュ
ー
ス
と

他
の
人
に
で
き
る
温
か
い
思
い
が
も
ら
え
た
。
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白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
山
田
　
大
翔

　

送
迎
を
し
て
く
れ
た
バ
ス
の
床
を
見
た
。泥
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
た
。

す
ぐ
に
箒
を
持
っ
て
き
て
掃
除
し
た
。
と
て
も
綺
麗
に
な
っ
た
。
翌
日
、

バ
ス
会
社
か
ら
の
電
話
で
褒
め
て
い
た
だ
い
た
。
人
の
た
め
に
何
か
す
る

こ
と
は
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校
　
三
年
　
原
　
優
愛
花

　

私
は
昨
日
、
父
に
褒
め
ら
れ
た
。
私
は
今
日
、
後
輩
を
褒
め
た
。
父
か

ら
貰
っ
た
温
か
い
心
を
、
後
輩
に
贈
っ
た
の
だ
。

　

温
か
い
心
の
送
り
合
い
は
、
他
者
を
認
め
合
う
こ
と
に
繋
が
る
。
こ
れ

が
、
幸
せ
な
世
界
を
創
る
た
め
に
私
が
で
き
る
こ
と
だ
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
二
年
　
木
村
　
　
遥

　

け
ん
か
を
し
て
い
る
人
達
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
相
手
の
意
見
を
否

定
ば
か
り
せ
ず
聞
い
て
あ
げ
て
い
れ
ば
、
そ
の
け
ん
か
は
起
き
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
よ
く
思
う
。
誰
か
と
仲
良
く
、
平
和
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
ま

ず
、
相
手
の
意
見
を
聞
い
た
り
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
り
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
た
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
畠
山
　
　
遥

　

私
が
だ
れ
か
の
た
め
に
で
き
る
事
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
分
が
直

接
人
を
助
け
た
り
、
だ
れ
か
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
け
ど
、
だ
か
ら
こ
そ
、
目
の
前
の
人
が
ど
う
し
た
ら
喜
ぶ
か
と
か
、

う
れ
し
い
か
と
か
考
え
る
事
だ
け
は
、
こ
ん
な
自
分
に
も
で
き
る
事
だ
と

思
い
ま
す
。学

校
法
人
福
島
成
蹊
学
園
福
島
成
蹊
高
等
学
校
　
二
年
　
二
瓶
按
伽
里

　

私
が
人
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
経
験
を
伝
え
る
こ
と
だ
と
気
づ
い

た
。
救
急
法
を
学
ん
だ
際
に
、
も
っ
と
救
急
法
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
人
と
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
経
験
が
人
の
役
に
立
つ
と
気
づ
い
た
。

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
　
三
年
　
澤
井
　
優
翔

　

僕
が
誰
か
の
為
に
出
来
る
こ
と
は
勉
強
だ
。僕
は
昔
か
ら
心
が
弱
く
て
、

ず
っ
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
に
助
け
ら
れ
て
き
た
。
僕
も
将
来
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
な
っ
て
恩
返
し
し
た
い
。
そ
の
為
に
知
識
を
つ
け
て
、
適
切
な

言
葉
を
か
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
だ
か
ら
、
僕
は
誰
か
の
為
に
勉
強
を

す
る
。



一
〇
〇
文
字
提
案

一
〇
〇
文
字
提
案

　「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」

　「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
小
・
中
学
生
】

【
小
・
中
学
生
】
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「世界の見知らぬ友へ」【小・中学生】受賞者

「
世
界
の

「
世
界
の

見
知
ら
ぬ
友
へ
」

見
知
ら
ぬ
友
へ
」

【
小
・
中
学
生
】

【
小
・
中
学
生
】

受
賞
者

受
賞
者

優
秀
賞

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

一
年
　
山
内
悠
太
郎

佳
　
　
作

福
島
市
立
金
谷
川
小
学
校

六
年
　
菅
野
　
羽
菜

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

二
年
　
花
岡
　
蜜
羽

二
年
　
佐
藤
　
美
月

五
年
　
菅
野
　
紗
希

石
川
町
立
野
木
沢
小
学
校

六
年
　
圓
谷
　
心
葵

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校

四
年
　
溝
井
　
紅
介

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

三
年
　
西
谷
ふ
た
ば

白
河
市
立
東
北
中
学
校

二
年
　
鈴
木
　
萌
生

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

三
年
　
庄
司
　
太
朗

入
　
　
選

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
真
部
　
幸
望

五
年
　
菅
野
　
結
菜

六
年
　
佐
々
木
脩
斗

六
年
　
皆
川
　
奏
智

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

五
年
　
小
林
龍
之
介

六
年
　
松
木
　
結
唯

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
味
戸
　
励
樹

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校

五
年
　
佐
藤
　
結
愛

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校

五
年
　
青
田
　
瑠
那

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

一
年
　
半
谷
　
文
葉

三
年
　
関
根
悠
姫
奈

三
年
　
根
本
　
大
地

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

二
年
　
石
田
　
朱
里



「世界の見知らぬ友へ」【小・中学生】優秀賞
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「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」【
小
・
中
学
生
】

「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」【
小
・
中
学
生
】

優
秀
賞

優
秀
賞

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
一
年
　
山
内
悠
太
郎

　

ぼ
く
は
に
ほ
ん
に
す
ん
で
い
て
、
に
ほ
ん
ご
し
か
は
な
せ
ま
せ
ん
。
い
つ
か
で

あ
う
せ
か
い
の
ど
こ
か
に
い
る
と
も
だ
ち
は
、
な
に
ご
で
は
な
し
て
い
る
か
な
。

あ
え
た
と
き
ち
ゃ
ん
と
お
は
な
し
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
こ
と
ば
を
べ
ん
き

ょ
う
し
て
お
く
ね
。
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福
島
市
立
金
谷
川
小
学
校
　
六
年
　
菅
野
　
羽
菜

　

私
は
世
界
の
友
と
い
っ
し
ょ
に
大
き
な
紙
に
絵
を
か
き
た
い
で
す
。
美

し
い
景
色
や
み
ん
な
が
笑
顔
で
平
和
な
絵
を
か
き
な
が
ら
、
友
の
好
き
な

こ
と
や
、
国
の
こ
と
を
話
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
で
か
い
た
絵

が
当
た
り
前
の
社
会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
二
年
　
花
岡
　
蜜
羽

　

二
年
生
に
な
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
あ
た
ら
し
い
と
も
だ
ち
が
き
た
。

こ
と
ば
が
ち
が
っ
て
い
て
も
、
う
れ
し
い
と
き
は
え
が
お
で
、
か
な
し
い

と
き
は
な
み
だ
。
み
ん
な
同
じ
な
ん
だ
ね
。
せ
か
い
が
一
つ
に
つ
な
が
れ

ば
、
み
ん
な
が
と
も
だ
ち
、
み
ん
な
が
え
が
お
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
二
年
　
佐
藤
　
美
月

　

わ
た
し
の
す
き
な
「
て
ぶ
く
ろ
」
と
い
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
本
。
一
つ
の

手
ぶ
く
ろ
に
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち
が
ば
し
ょ
を
ゆ
ず
り
合
っ
て
、
な
か
よ
く

く
ら
し
て
い
る
。
こ
の
本
に
出
て
く
る
ど
う
ぶ
つ
の
よ
う
に
、
せ
か
い
中

の
人
た
ち
が
な
か
よ
く
す
ご
し
て
ほ
し
い
な
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
五
年
　
菅
野
　
紗
希

　

転
校
生
が
来
た
ら
、
い
つ
も
一
番
に
声
を
か
け
る
。
わ
た
し
の
知
ら
な

い
町
、
学
校
、
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
わ
く
わ
く
す
る
か
ら
。
目

を
見
て
話
し
て
い
っ
し
ょ
に
笑
え
ば
、
も
う
お
友
達
。
た
く
さ
ん
出
会
っ

て
、
話
を
聞
い
て
、
世
界
中
に
お
友
達
を
作
れ
た
ら
い
い
な
。

石
川
町
立
野
木
沢
小
学
校
　
六
年
　
圓
谷
　
心
葵

　

こ
ん
に
ち
は
。
い
き
な
り
で
す
が
、
あ
な
た
に
は
大
事
な
人
は
い
ま
す

か
。
私
は
い
ま
す
。
家
族
で
す
。
あ
な
た
に
も
大
事
な
人
が
い
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
も
し
い
な
い
の
な
ら
ば
、
私
が
あ
な
た
の
「
友
達
」
と

し
て
大
事
な
人
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
ま
た
。

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校
　
四
年
　
溝
井
　
紅
介

　

ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
だ
。
ア
フ
リ
カ
の
子
供
達
が
は
だ
し
で
サ

ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
映
像
を
見
た
。
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
ぼ
く
も

い
つ
か
あ
の
子
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
み
た
い
な
。
言
葉
は
通
じ
な
く
て

も
、
サ
ッ
カ
ー
で
な
ら
つ
な
が
れ
る
気
が
し
た
。

「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」【
小
・
中
学
生
】

「
世
界
の
見
知
ら
ぬ
友
へ
」【
小
・
中
学
生
】

佳
作
佳
作
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相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校
　
三
年
　
西
谷
ふ
た
ば

　

ユ
ニ
セ
フ
の
Ｃ
Ｍ
を
見
て
、
世
の
中
に
は
こ
ん
な
に
や
せ
て
い
て
、
悲

し
そ
う
な
目
の
子
た
ち
が
い
る
ん
だ
な
と
知
り
ま
し
た
。
あ
の
子
た
ち
に

会
え
た
ら
、
私
が
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
い
し
い
給
食
や
、
お
や
つ
を
一

緒
に
半
分
こ
に
し
て
食
べ
た
い
で
す
。

白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
二
年
　
鈴
木
　
萌
生

　

私
が
楽
し
く
笑
っ
て
い
る
と
き
、
世
界
の
ど
こ
か
で
涙
を
流
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
と
思
う
と
、
自
分
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
考
え
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
子
達
に
元
気
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
に
自
信
を
持

ち
、
今
日
も
私
は
精
一
杯
息
を
吸
う
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
庄
司
　
太
朗

　

僕
は
海
外
の
人
達
と
同
じ
目
的
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
。
理
由
は
言
語
が

違
く
て
も
通
じ
あ
え
る
か
ら
だ
。
言
葉
が
わ
か
ら
な
く
と
も
、
同
じ
目
的

さ
え
あ
れ
ば
だ
い
た
い
理
解
で
き
る
。貧
し
い
人
や
差
別
な
ど
関
係
な
く
、

ど
ん
な
人
で
も
平
等
に
仲
良
く
し
た
い
。



一
〇
〇
文
字
提
案

一
〇
〇
文
字
提
案

　「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」

　「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
高
校
生
】

【
高
校
生
】
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「「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の

世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の

私
の
提
案

私
の
提
案
」」

【
高
校
生
】

【
高
校
生
】

受
賞
者

受
賞
者

佳
　
　
作

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
松
山
　
里
奈

福
島
県
立
平
支
援
学
校
　
高
等
部

二
年
　
西
戸
　
陽
翔

「世界の問題についての私の提案」【高校生】受賞者

入
　
　
選

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
角
田
　
優
衣

三
年
　
遠
藤
　
梨
緒

三
年
　
井
田
川
拓
海

三
年
　
佐
藤
　
勇
午

三
年
　
⻆
田
　
花
奈



「世界の問題についての私の提案」【高校生】佳作
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福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校
　
三
年
　
松
山
　
里
奈

　

本
当
に
そ
の
一
言
は
必
要
で
す
か
？
本
当
に
そ
の
人
を
傷
つ
け
な
い
と

い
え
ま
す
か
？
そ
ん
な
何
気
な
い
一
言
で
傷
つ
き
、
悲
し
む
人
は
沢
山
い

ま
す
。
理
解
出
来
な
い
で
は
な
く
、
す
こ
し
で
も
寄
り
そ
う
こ
と
が
今
の

世
界
に
は
と
て
も
大
切
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

福
島
県
立
平
支
援
学
校
　
高
等
部
　
二
年
　
西
戸
　
陽
翔

　

世
界
の
問
題
に
つ
い
て
私
の
よ
う
な
高
校
生
が
で
き
る
こ
と
は
、
本
当

に
些
細
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の
活
動
に
参
加
し
て
問

題
を
知
る
こ
と
だ
っ
た
り
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
そ
れ

が
些
細
な
こ
と
で
も
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」【
高
校
生
】

「
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
」【
高
校
生
】

佳
作
佳
作



一
〇
〇
文
字
提
案

一
〇
〇
文
字
提
案

　「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

　「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」
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「わたしの夢・福島の未来」受賞者

「
わ
た
し
の
夢
・

「
わ
た
し
の
夢
・

福
島
の
未
来
」

福
島
の
未
来
」

受
賞
者

受
賞
者

優
秀
賞

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

三
年
　
上
野
　
美
織

四
年
　
岩
見
　
　
藍

六
年
　
根
本
　
毘
那

会
津
若
松
市
立
日
新
小
学
校

五
年
　
中
川
　
千
秋

白
河
市
立
東
北
中
学
校

三
年
　
平
久
江
真
菜

佳
　
　
作

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

三
年
　
佐
藤
　
大
和

福
島
大
学
附
属
小
学
校

四
年
　
粟
野
多
加
良

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

二
年
　
渡
部
　
　
杏

四
年
　
遠
藤
ひ
な
た

五
年
　
岸
野
　
桜
大

五
年
　
柏
田
　
凌
佑

六
年
　
佐
藤
　
詩
桜

六
年
　
阿
部
　
美
空

六
年
　
山
田
　
陽
愛

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

六
年
　
鈴
木
　
佑
理

六
年
　
佐
藤
　
優
衣

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

五
年
　
佐
藤
　
光
絆

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
橋
本
麗
緒
奈

六
年
　
岩
崎
ゆ
う
か

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校

六
年
　
岩
崎
　
楓
久

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

五
年
　
佐
藤
美
沙
希

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

二
年
　
瀬
谷
隆
之
介

三
年
　
釋
　
　
理
恵

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

二
年
　
緑
川
　
奏
音

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

三
年
　
菅
野
　
音
祢

三
年
　
横
山
　
瑠
已

三
年
　
浦
島
　
紺
生

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

三
年
　
鈴
木
　
文
也

学
校
法
人
国
際
学
園

星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

三
年
　
齋
藤
　
日
向
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入
　
　
選

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

三
年
　
川
田
　
彩
芽

四
年
　
佐
久
間
結
愛

五
年
　
鈴
木
　
咲
来

五
年
　
紺
野
　
華
愛

五
年
　
芝
　
　
柚
咲

五
年
　
高
橋
　
悠
人

五
年
　
伊
藤
　
　
凜

五
年
　
加
藤
　
星
那

五
年
　
沼
崎
　
美
月

五
年
　
蘇
武
　
朱
璃

六
年
　
長
尾
　
希
依

六
年
　
星
野
　
琴
羽

六
年
　
根
本
　
結
生

六
年
　
渡
辺
　
桃
子

六
年
　
山
田
　
莉
音

六
年
　
𫝆
泉
　
咲
良

六
年
　
野
坂
　
悠
希

六
年
　
及
川
　
凜
音

六
年
　
関
根
　
愛
佳

六
年
　
横
田
　
陽
愛

六
年
　
渡
辺
　
里
奈

六
年
　
大
和
田
沙
和

六
年
　
小
野
塚
柚
月

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

二
年
　
小
黒
　
未
稀

六
年
　
吉
田
　
望
愛

六
年
　
渡
邉
　
諭
慎

六
年
　
鈴
木
さ
く
ら

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

五
年
　
木
幡
　
結
衣

五
年
　
鈴
木
　
惺
愛

五
年
　
花
見
　
莉
希

六
年
　
大
沼
　
あ
い

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校

四
年
　
亀
岡
　
希
叶

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

六
年
　
円
谷
　
愛
花

六
年
　
根
本
　
大
樹

白
河
市
立
表
郷
小
学
校

六
年
　
市
川
こ
と
み

猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校

六
年
　
吉
田
　
千
紗

六
年
　
佐
賀
　
結
斗

猪
苗
代
町
立
緑
小
学
校

四
年
　
六
⻆
　
柊
吾

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校

六
年
　
坂
内
　
瑠
菜

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校

一
年
　
佐
藤
　
花
奏

四
年
　
半
杭
　
知
樹

六
年
　
佐
々
木
朝
陽

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

六
年
　
谷
津
田
　
幸

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

一
年
　
西
澤
　
花
歩

二
年
　
角
田
　
愛
華

二
年
　
関
根
　
麗
央

三
年
　
伊
藤
　
希
花

白
河
市
立
東
北
中
学
校

一
年
　
笹
川
　
博
雅

二
年
　
柳
沼
優
樹
奈

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

三
年
　
近
藤
　
歩
華

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

二
年
　
渡
辺
　
陽
斗

三
年
　
菅
野
　
　
陽

三
年
　
小
畑
　
ゆ
め

学
校
法
人
福
島
成
蹊
学
園
福
島
成
蹊
高
等
学
校

二
年
　
黒
羽
悠
太
郎

「わたしの夢・福島の未来」受賞者
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郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
三
年
　
上
野
　
美
織

　

わ
た
し
が
生
ま
れ
る
前
は
、
家
の
回
り
に
し

ぜ
ん
が
あ
っ
て
、
た
ぬ
き
や
き
じ
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
今
は
も
う
い
な
い
。

す
み
や
す
い
所
も
い
い
け
ど
、
動
物
が
す
む
所

も
大
切
に
し
て
、
し
ぜ
ん
も
あ
る
福
島
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
四
年
　
岩
見
　
　
藍

　

私
の
夢
は
シ
ェ
フ
に
な
る
こ
と
で
す
。
小
さ

い
時
か
ら
お
母
さ
ん
の
作
る
料
理
が
大
好
き
で

す
。
お
い
し
い
食
材
が
沢
山
あ
る
福
島
に
生
ま

れ
た
の
で
、
福
島
の
食
材
を
沢
山
使
っ
た
料
理

を
作
る
シ
ェ
フ
に
な
り
、
世
界
中
の
人
た
ち
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」
優
秀
賞

優
秀
賞
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郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
六
年
　
根
本
　
毘
那

　

私
の
夢
は
、
獣
医
に
な
る
こ
と
。
ず
っ
と
変

わ
ら
な
い
け
れ
ど
、
最
近
夢
が
一
つ
増
え
た
。

そ
れ
は
、
通
訳
に
な
る
こ
と
だ
。
英
語
が
大
好

き
で
、
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
で
も
、
犬

も
助
け
た
い
。
だ
か
ら
、
英
語
が
話
せ
る
獣
医

を
目
指
し
た
い
。

会
津
若
松
市
立
日
新
小
学
校
　
五
年
　
中
川
　
千
秋

　

ぼ
く
の
夢
は
、
管
理
栄
養
士
に
な
る
こ
と
で

す
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
病

院
の
患
者
を
食
で
支
え
て
、
病
気
を
治
し
た
い

か
ら
で
す
。
二
つ
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
栄

養
の
あ
る
料
理
を
食
べ
さ
せ
て
、
元
気
に
試
合

に
出
て
も
ら
っ
て
勝
っ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
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白
河
市
立
東
北
中
学
校
　
三
年
　
平
久
江
真
菜

　

コ
ロ
ナ
禍
を
過
ご
し
て
か
ら
何
度
も
「
医
療

従
事
者
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
。
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
を
私
た
ち
が
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
医
療
従
事
者
の
方
々

の
お
か
げ
だ
と
私
は
思
う
。
ど
ん
な
に
困
難
な

状
況
に
で
も
立
ち
向
か
え
る
「
強
い
医
療
従
事

者
」
に
私
も
な
り
た
い
。
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郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
四
年
　
遠
藤
ひ
な
た

　

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
、
世
界
の
み
ん
な
。
私
は
英
語
の
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
し
ょ
う
来
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
っ
て
、
み
ん
な
に
ド
キ
ド
キ
と
幸
せ

を
と
ど
け
た
い
か
ら
。
む
ず
か
し
く
て
い
や
に
な
る
事
も
多
い
け
ど
、
未

来
の
私
に
追
い
つ
く
よ
う
に
が
ん
ば
る
よ
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
五
年
　
岸
野
　
桜
大

　

や
っ
と
お
母
さ
ん
た
ち
が
試
合
を
見
に
来
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
体
育
館
は
、
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

　

ぼ
く
は
、
福
島
県
の
人
達
が
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
す
る
よ
う
な
バ

ス
ケ
選
手
に
な
り
た
い
。
応
援
は
、
ぼ
く
の
力
に
な
る
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
五
年
　
柏
田
　
凌
佑

　

ぼ
く
の
夢
は
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
で
す
。
な
り
た
い
理
由
は
、
福

島
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
福
島
の
こ
と
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ゲ
ー
ム
を
作
り
、「
福
島
県
は
す
ご
い
」
と
思
っ
て
も
ら

え
る
ゲ
ー
ム
を
作
り
た
い
か
ら
で
す
。

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校
　
三
年
　
佐
藤
　
大
和

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
、
に
ぎ
っ
た
ら
、
こ
た
つ
の
よ
う
に
温
か
い
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、し
ご
と
を
お
わ
っ
て
さ
わ
る
手
は
も
っ
と
温
か
い
。

　

ま
た
、
あ
の
手
を
さ
わ
り
た
い
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
ま
た
会
い
た
い
。

福
島
大
学
附
属
小
学
校
　
四
年
　
粟
野
多
加
良

　

私
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
作
家
に
な
っ
て
福
島
を
知
ら
な
い
人
に
、
伝
え
た

い
で
す
。そ
の
た
め
に
今
は
福
島
の
地
図
や
建
物
名
所
を
調
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
の
特
産
物
を
知
る
た
め
に
家
ぞ
く
で
出
か
け
て
情
ほ
う
を
た

く
さ
ん
集
め
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
二
年
　
渡
部
　
　
杏

　

わ
た
し
は
、
び
ょ
う
い
ん
の
せ
ん
せ
い
に
、
な
り
た
い
で
す
。
こ
ま
っ

て
い
る
人
を
た
す
け
た
い
か
ら
で
す
。
い
っ
ぱ
い
お
べ
ん
き
ょ
う
し
て
、

か
ん
ご
し
に
な
り
、人
の
い
の
ち
を
す
く
っ
て
み
ん
な
を
す
く
え
る
人
に
、

わ
た
し
は
な
り
た
い
で
す
。

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」

「
わ
た
し
の
夢
・
福
島
の
未
来
」
佳
作
佳
作
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郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
六
年
　
佐
藤
　
詩
桜

　

私
の
夢
は
、
福
島
の
人
を
笑
顔
に
、
そ
し
て
元
気
に
さ
せ
る
サ
ン
ド
ウ

ィ
ッ
チ
を
作
る
こ
と
で
す
。
そ
の
夢
に
向
け
て
今
は
、
料
理
を
練
習
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
、
福
島
の
人
が
笑
顔
い

っ
ぱ
い
に
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
六
年
　
阿
部
　
美
空

　

わ
た
し
の
し
ょ
う
ら
い
の
夢
は
か
い
ご
し
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
お
世
話
す
る
仕
事
で
す
。
か
い
ご
し
は
一
人
一
人
の
命
を

責
任
も
っ
て
お
世
話
す
る
の
で
、
一
人
で
も
多
く
長
生
き
で
き
る
よ
う
に

と
し
ょ
う
ら
い
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校
　
六
年
　
山
田
　
陽
愛

　

私
の
夢
は
、
調
理
師
の
資
格
を
取
る
事
で
す
。
資
格
を
取
っ
て
、
福
島

で
採
れ
る
モ
モ
や
き
ゅ
う
り
、
馬
肉
な
ど
を
だ
れ
も
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

な
料
理
に
し
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。
福
島
の
特
産
品
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
鈴
木
　
佑
理

　

私
の
夢
は
、
人
に
や
さ
し
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
家
を
つ
く
る
こ
と
。

母
に
と
っ
て
家
事
が
し
や
す
く
、
仕
事
に
つ
か
れ
た
父
を
迎
え
ら
れ
、
子

ど
も
が
目
を
か
が
や
か
せ
る
よ
う
な
、
い
こ
い
の
場
。
そ
ん
な
家
を
、
と

ど
け
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
夢
な
の
だ
。

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校
　
六
年
　
佐
藤
　
優
衣

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
医
師
に
な
る
こ
と
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
病
気
で
入

院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
医
師
に
な
っ
て
私
も
一
緒
に
病
気
と
た
た

か
い
た
い
と
思
っ
た
の
だ
。
病
気
で
苦
し
む
人
の
力
に
な
り
た
い
。
一
人

で
も
多
く
の
人
を
救
い
た
い
と
思
う
。

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校
　
五
年
　
佐
藤
　
光
絆

　

ぼ
く
の
夢
は
、
世
界
の
技
術
を
発
展
さ
せ
、
み
ん
な
の
く
ら
し
を
よ
り

豊
か
に
す
る
科
学
者
に
な
る
こ
と
だ
。
数
学
や
理
科
の
知
識
を
使
っ
て
そ

れ
を
応
用
し
て
、
福
島
の
未
来
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
未
来
に

向
け
て
ぼ
く
は
今
、
理
数
け
い
に
取
り
組
む
。
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須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
橋
本
麗
緒
奈

　

東
大
の
先
生
か
ら
放
射
線
の
話
を
聴
い
た
。
た
く
さ
ん
の
大
人
が
福
島

の
こ
と
を
考
え
、力
を
貸
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、

私
が
見
え
て
な
い
所
で
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
福
島
の
未
来
を
私

も
守
り
た
い
。

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園
　
六
年
　
岩
崎
ゆ
う
か

　

今
、
福
島
の
海
で
原
発
の
処
理
水
の
放
出
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー

ス
で
は
、
漁
業
者
が
風
評
被
害
を
心
配
し
て
い
る
と
き
い
た
。
だ
か
ら
私

は
、
福
島
の
お
い
し
い
魚
を
食
べ
、
良
い
所
を
伝
え
、
福
島
の
た
め
に
出

来
る
こ
と
を
す
る
。
福
島
の
た
め
に
。

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校
　
六
年
　
岩
崎
　
楓
久

　

ぼ
く
は
、
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
活

動
や
節
水
、節
電
を
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、未
来
の
世
界
の
た
め
に
、今
、

環
境
問
題
と
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
一
歩
だ
け
れ
ど
、
た
た
か
い

つ
づ
け
ま
す
。
未
来
の
た
め
に
。

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校
　
五
年
　
佐
藤
美
沙
希

　

わ
た
し
は
、
人
と
会
話
を
し
た
り
、
笑
っ
た
り
す
る
の
が
苦
手
で
す
。

わ
た
し
の
未
来
は
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、
笑
顔
と
会
話
を
通
じ
て
助
け

た
り
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
福
島
で
輝
く
自
分
に
な

り
た
い
で
す
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
二
年
　
瀬
谷
隆
之
介

　

僕
の
将
来
の
夢
は
、「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
で
す
。
福
島
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
で
苦
し
ん
で
い
る
子
や
人
が
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
誰

か
の
「
光
」
に
な
り
た
い
。
そ
し
た
ら
き
っ
と
福
島
の
希
望
の
未
来
に
少

し
ず
つ
近
づ
け
る
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校
　
三
年
　
釋
　
　
理
恵

　

私
は
中
学
三
年
生
に
な
っ
て
、
周
り
の
先
生
方
に
自
分
の
悩
み
を
相
談

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
生
方
は
親
身
に
な
っ
て
話
を
き
い
て
く
だ
さ
っ

て
、
何
度
も
心
が
救
わ
れ
た
。
私
は
中
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
。
私
が

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
持
つ
中
学
生
の
助
け
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
。
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棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校
　
二
年
　
緑
川
　
奏
音

　

私
の
夢
は
、
助
産
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
出
産
と
い
う
貴
重
な
瞬
間
に

立
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
私
は
日
常
的
に
誰
に
で
も
優
し
く

接
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
助
産
師
に
な
っ
た
時
に
、
妊
婦
の
方

に
も
赤
ち
ゃ
ん
に
も
優
し
く
接
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
菅
野
　
音
祢

　

私
の
夢
は
、
訪
問
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
る
こ
と
は
、
手
話
を
覚
え
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
看
護
師
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
だ
い
じ
な
の
で
、
耳
が
不
自
由
な
方
や
目
が
不

自
由
な
方
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
手
話
を
覚
え

る
こ
と
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
横
山
　
瑠
已

　

自
分
は
、
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
な
る
の
が
夢
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
英
語
の
勉
強
に
励
ん
で
色
々
な
経
験
を
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
が
自
分
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
好
き
な

こ
と
だ
け
や
っ
て
も
夢
は
達
成
で
き
な
い
の
で
、
今
あ
る
課
題
を
こ
な
し

悔
い
の
な
い
人
生
に
し
た
い
で
す
。

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校
　
三
年
　
浦
島
　
紺
生

　

わ
た
し
の
夢
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

の
初
歩
と
し
て
、
身
近
な
も
の
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
こ
と
を
意
識
し
て

い
ま
す
。
光
や
影
の
つ
き
方
、
服
の
シ
ワ
、
か
み
の
動
き
な
ど
、
い
つ
も

気
に
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
観
察
し
、
自
分
の
絵
に
生
か
せ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校
　
三
年
　
鈴
木
　
文
也

　

私
は
、
競
輪
選
手
に
な
る
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
る
。
毎
日
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
競
技
力
の
向
上
に
努
め
、
競
輪
選
手
に
一
歩
で
も
近
づ
こ

う
と
し
て
い
る
。
厳
し
い
世
界
で
は
あ
る
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
な
の

で
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー
　
三
年
　
齋
藤
　
日
向

　

農
業
を
や
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。
農
業
で
福
島
県
を
盛
り
上
げ
た
い

で
す
。
農
業
を
す
る
人
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
も
し
て
い

ま
す
。
福
島
県
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
も
っ
た
い
な
い

で
す
。
私
は
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
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作
品
応
募
校

福
島
市
立
福
島
第
一
小
学
校

福
島
市
立
福
島
第
三
小
学
校

福
島
市
立
金
谷
川
小
学
校

福
島
大
学
附
属
小
学
校

二
本
松
市
立
二
本
松
北
小
学
校

郡
山
市
立
片
平
小
学
校

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校

須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校

須
賀
川
市
立
西
袋
第
二
小
学
校

須
賀
川
市
立
小
塩
江
小
学
校

須
賀
川
市
立
阿
武
隈
小
学
校

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校

鏡
石
町
立
第
一
小
学
校

須
賀
川
市
立
義
務
教
育
学
校
稲
田
学
園

石
川
町
立
野
木
沢
小
学
校

玉
川
村
立
玉
川
第
一
小
学
校

平
田
村
立
蓬
田
小
学
校

白
河
市
立
表
郷
小
学
校

泉
崎
村
立
泉
崎
第
一
小
学
校

棚
倉
町
立
近
津
小
学
校

会
津
若
松
市
立
日
新
小
学
校

猪
苗
代
町
立
翁
島
小
学
校

猪
苗
代
町
立
緑
小
学
校

喜
多
方
市
立
慶
徳
小
学
校

喜
多
方
市
立
駒
形
小
学
校

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校

相
馬
市
立
中
村
第
二
小
学
校

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校

相
馬
市
立
日
立
木
小
学
校

南
相
馬
市
立
上
真
野
小
学
校

須
賀
川
市
立
第
三
中
学
校

石
川
町
立
石
川
中
学
校

白
河
市
立
東
北
中
学
校

棚
倉
町
立
棚
倉
中
学
校

会
津
美
里
町
立
本
郷
中
学
校

南
相
馬
市
立
原
町
第
三
中
学
校

い
わ
き
市
立
平
第
二
中
学
校

学
校
法
人
福
島
成
蹊
学
園
福
島
成
蹊
高
等
学
校

学
校
法
人
松
韻
学
園
福
島
高
等
学
校

福
島
県
立
白
河
実
業
高
等
学
校

学
校
法
人
国
際
学
園
星
槎
国
際
高
等
学
校
郡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

福
島
県
立
平
支
援
学
校
　
高
等
部

作品応募校
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年 度 別 応 募 状 況

年　度
応 募 校 数 応 募 作 品 数

小学校 中学校 高等学校 合　計 小学校 中学校 高等学校 合　計

平成18年度 29 10 1 40 951 385 25 1,361

平成19年度 32 6 4 42 1,749 211 115 2,075

平成20年度 29 2 2 33 1,683 268 45 1,996

平成21年度 24 2 4 30 1,401 159 64 1,624

平成22年度 42 7 2 51 2,859 757 24 3,640

平成23年度 35 7 1 43 3,325 912 4 4,241

平成24年度 47 11 18 76 3,666 735 338 4,739

平成25年度 60 14 20 94 5,602 1,048 889 7,539

平成26年度 48 6 12 66 5,175 1,018 1,027 7,220

平成27年度 45 12 13 70 3,992 1,373 76 5,441

平成28年度 44 11 9 64 4,847 1,433 405 6,685

平成29年度 43 12 9 64 3,542 1,048 477 5,067

平成30年度 35 11 7 53 3,043 1,047 397 4,487

令和元年度 39 8 7 54 2,784 457 198 3,439

令和２年度 26 7 6 39 2,210 744 76 3,030

令和３年度 30 6 9 45 2,120 403 355 2,878

令和４年度 35 9 4 48 2,123 471 323 2,917

令和５年度 30 7 5 42 1,850 736 226 2,812

令和５年度 テーマ別応募作品数
（点）

テ ー マ 小学生 中学生 高校生 合　計

いのちの詩・愛の詩 395 190 36 621

わたしがだれかのためにできること 637 291 76 1,004

世界の見知らぬ友へ【小・中学生】 174 83 257

世界の問題についての私の提案【高校生】 83 83

わたしの夢・福島の未来 644 172 31 847

応募総数 1,850 736 226 2,812

年度別応募状況・令和５年度 テーマ別応募作品数

（校） （点）
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作
品
審
査
を
終
え
て

　
「
詩
・
一
〇
〇
文
字
提
案
」
作
品
の
審
査
は
、
令
和
五
年
度
で
十
八
回

を
迎
え
ま
し
た
。
テ
ー
マ
に
少
し
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
も
、

四
十
二
校
か
ら
二
千
八
百
点
余
の
作
品
を
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
嬉
し
い
限
り
で
す
。
最
初
に
、
作
品
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
学
校

や
指
導
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
作
品
を

寄
せ
て
く
れ
た
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
審
査
員
一
同
心
か
ら

感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
青
少
年
赤
十
字
活
動
を
身

近
に
感
じ
、
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
さ
ら
に
募
集
の
趣
旨
に
か
な
っ

た
、
子
ど
も
ら
し
い
発
想
や
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
よ
い
作
品
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
審
査
員
は
、
青
少
年
赤
十
字
が
大
切
に
し
て
い
る
実
践
目
標
や

態
度
目
標
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
実
体
験
を
振
り

返
り
、
感
動
や
思
い
を
深
め
、
自
分
の
よ
さ
を
生
か
し
て
よ
り
よ
い
学
校

生
活
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

わ
ず
か
百
文
字
の
文
章
か
ら
、
態
度
目
標
の
素
地
と
な
る
望
ま
し
い
心
の

動
き
や
考
え
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
ら
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
作
品
集
と
し

て
広
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
賛
助
奉
仕
団
員
と
心
を
同
じ
に

す
る
全
国
の
多
く
の
仲
間
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、「
す
ば
ら
し
い
作
品

集
」
と
感
想
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
今
回
も
こ
の
作
品
集
を

作
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て
審
査
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
や
や
治
ま
っ
て
き
た
と
は
い
え
、
現

在
も
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
た
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
ど
う
実
践
す
る
か
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
し
た
こ
と
を
素
直
な
気
持
ち
で
表
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
忙
し
い
中
で
真
摯
に
子
ど
も
た
ち

を
指
導
し
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
が
お
い
で
に
な
っ
て
の
こ
と

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
別
賞
を
受
賞
し
た
須
賀
川
市
立
第
三
小
学
校　

佐
藤
大
武
さ
ん
の
、

自
分
た
ち
が
育
て
て
き
た
メ
ダ
カ
を
、
次
年
度
の
五
年
生
が
世
話
を
し
、

ま
た
卵
を
産
ん
で
命
が
続
い
て
い
る
こ
と
へ
の
感
動
は
、
私
た
ち
審
査
員

一
同
も
強
い
感
動
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
馬
市
立
飯
豊
小
学
校　

志
賀
蘭
音
さ
ん
の
、「
私
は
、
ま
だ
小
さ
い
。

そ
ん
な
小
さ
い
私
で
も
、
勇
気
を
出
し
て
話
し
か
け
ら
れ
な
く
て
も
、
落

ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
な
ら
で
き
る
」
か
ら
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

白
河
市
立
東
北
中
学
校　

佐
久
間
柑
奈
さ
ん
の
、「
持
て
る
全
て
を
駆

使
し
て
、
小
さ
な
こ
と
を
話
題
に
し
て
、
全
員
が
楽
し
め
る
会
話
を
し
よ

う
」
に
は
、
隔
て
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
も
、
壁
に
な
ん
か
な
ら
な
い
。

作品審査を終えて
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な
ん
て
前
向
き
な
気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
と
勇
気
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

郡
山
市
立
富
田
東
小
学
校　

栁
沼
慎
之
輔
さ
ん
の
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

を
治
す
薬
を
つ
く
っ
て
、
笑
顔
と
笑
い
声
の
あ
る
世
界
に
し
た
い
と
は
、

な
ん
と
た
く
ま
し
く
す
て
き
な
夢
で
し
ょ
う
。

　

相
馬
市
立
八
幡
小
学
校　

井
上
煌
逢
さ
ん
の
、
マ
マ
の
匂
い
に
安
心
す

る
姿
。
ど
ん
な
時
で
も
、
ほ
っ
と
す
る
。
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。

　

県
立
白
河
実
業
高
等
学
校　

高
野
桃
花
さ
ん
の
、
私
に
で
き
る
こ
と
が

増
え
る
た
び
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
は
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
て
い
く
と
い

う
思
い
。
そ
れ
が
命
の
リ
レ
ー
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。「
今
度
は
私

が
手
を
差
し
出
す
番
だ
」
に
は
、
桃
花
さ
ん
の
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

最
後
に
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
や
佳
作
と
な
っ
た
作
品
、
惜
し
く

も
入
選
と
な
っ
た
作
品
、
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
な
感
性
に
あ
ふ
れ
た
す
て
き
な

作
品
ば
か
り
で
し
た
。
す
て
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

令
和
五
年
十
一
月　

最
終
審
査
会
に
て

審
査
員
長
　
松
　
田
　
貞
　
夫

作品審査を終えて
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審
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
（
敬
称
略
）

☆
　
審
　
査
　
員
　
長
（
福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
委
員
長
）

松
田　

貞
夫

☆
　
審
　
　
査
　
　
員
（
青
少
年
赤
十
字
福
島
県
指
導
者
協
議
会
長
、
福
島
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団
員
）

鴫
原　
　

理　
　
　
　
　
　

青
山　

邦
夫　
　
　
　
　
　

安
齋　

宏
之　
　
　
　
　
　

伊
藤　

弘
行

鵜
沼
美
枝
子　
　
　
　
　
　

遠
藤
寿
美
子　
　
　
　
　
　

圓
谷　

厚
子　
　
　
　
　
　

圓
谷　
　

円

春
日　

芳
則　
　
　
　
　
　

勝
見　

州
良　
　
　
　
　
　

金
谷　
　

哲　
　
　
　
　
　

菊
地　

裕
二

木
村　

真
一　
　
　
　
　
　

小
林　

伸
行　
　
　
　
　
　

午
來　

勝
顕　
　
　
　
　
　

今
野　

滋
子

佐
藤　

吉
郎　
　
　
　
　
　

佐
藤　

吉
則　
　
　
　
　
　

鈴
木
美
津
子　
　
　
　
　
　

高
橋　

惠
子

髙
橋　

澄
子　
　
　
　
　
　

高
橋　

光
雄　
　
　
　
　
　

高
野　

博
幸　
　
　
　
　
　

田
村　

良
江

土
屋　

悦
男　
　
　
　
　
　

中
島　

清
州　
　
　
　
　
　

長
谷
川
文
之　
　
　
　
　
　

原　
　

豊
子

宮
前　
　

貢　
　
　
　
　
　

山
内　

寿
一　
　
　
　
　
　

吉
川　

和
夫　
　
　
　
　
　

渡
邉　

義
人

☆
　
事
　
　
務
　
　
局
（
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

克
昌

　
　
　
　
　
　
　
　

調
整
監　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岸
波　

庄
一

　
　
　
　
　
　
　
　

組
織
振
興
課　

課
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

政
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
澤
真
理
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

正
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
野
勇
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池　

樹
里

審査にご協力いただいた皆様
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